
議事録 

令和６年度 第４回 田無小学校運営協議会（発言者ごとの要点記録） 

日時：令和６年１１月１９日（火）15時 30 分～16 時 45 分 

場所：田無小学校ランチルーム 

出席：委員８名、学校関係者３名 

欠席：委員２名 

司会より  

 委員８名の出席により本会議は成立 

 配布資料確認 

次第１ 校長挨拶 

 前回の協議会から今日まで、６年生の赤城移動教室、わかば学級の宿泊行事が実施された。どの

行事でも子どもたちの成長した姿が見られた。 

 先週末は展覧会を実施できた。田無小学校のよさは、子どもたちが自分たちの伸びやかな部分を

出せること。年末に向けて、気を緩めずに進めていく。 

 来年度の準備も始まっている。学級数については、昨年度同様、現時点で想定が難しい状況であ

る。常に教室が足りるかどうかギリギリの状態。状況をしっかり見極めていく。 

次第２ 令和６年度第３回議事録について 

 第３回学校運営協議会の議事録について内容を確認。 

 実施日（曜日）を金曜日に修正。 

 今後ホームページを用いて公開していく。 

次第３ 学校生活アンケートについて 

 アンケートの集計結果について資料参照。 

 「友達と認め合っている」の項目が伸びている。引き続き 100％を目指して、取り組みを続けて

いく。 

 運動や体力向上に関する部分は低かった。体力向上キャンペーンや休み時間の外遊びなど、様々

な場面で働きかけを続けていく。 

 学校や学級の様子についてはホームページをこまめに更新している。すぐーるも活用し情報を配

信していく。 

【質疑応答】 

 アンケートの回答数はどのくらいか。 

 アンケートの回答人数は、２２０名程度であった。 

次第４ 防犯の取組について 

 「たなしのぼうはん」アクリルキーホルダーを１００個作成することができた。 

 今後、長く協力していただける団体や個人に、協力依頼とともに配布予定である。 

 配布先と個数については、地域コーディネーターが調整中である。 

 

 

 



次第５ 次年度に向けて 

【各団体から今年度の活動について紹介】 

 PTA ではあいさつ運動、行事のお手伝い、有志の保護者で地域の見回りを継続している。 

 運協では、放課後の校庭開放のほかに、漢字検定を活用した漢字教室を実施している。１１月

からは冬時間で校庭開放を実施している。学校生活アンケートにあった通り、児童同士の関

係がよくなっているため、校庭開放でのけんか少なくなっている。 

 育成かしわ会では、わくわく子ども縁日を実施した。また、星空かんさつ会はあいにくの天候

だったため、規模を縮小して実施した。 

 おやじの会では、９月に花火大会、10 月にわくわく子ども縁日への参加をした。１月には餅

つき大会を実施予定。杵と臼を譲っていただく予定である。西東京市のおやじ会の連合会で

２０２６年に全国おやじサミットを開催する予定。 

 三和会では、子ども祭りを開催。天候に恵まれなかったが、渡り廊下やピロティで実施するこ

とができた。消防車やパトカーは正門前で展示と体験を行った。キッズダンスの様子は掲示

板に写真を掲載している。 

【防犯の取組について】 

 防犯活動団体等を行うと、市からの補助金ができる。最大２０万円程度。保護者配布用の「た

のしのぼうはん」プレートを作成する。登録には団体名称を決める必要がある 

 名称には「田無小」をいれたい。 

 名称には「たなっしー」「さすまたくん」を生かせないか。  

 活動名に「たなっしー」「さすまたくん」「正義くん」を使い、キャッチーなものにすることも

よいのでは。学期ごとに活動名称を変え、キャラクターの定着を図ることもできる。 

 案として「田無小を守る会」「ふくろうの会」「田無小まもり隊」「田無小をまもり隊」「田無見

回り組」があがる。 

 検討の結果「田無小をまもり隊」の方向で考えていく。 

 年度内に申請できるように進めていく。 

 次回の開催通知とともに、会則案を送付する。 

 各団体のパトロールの予定が決まったら、瀬沼委員報告する。 

【司会より】 

以上で、本日の協議項目は終了した。その他、連絡事項について、何かあるか  

⇒ 特になし 

次回の会議は１月 21 日（火）15 時 30 分からを予定している。 

会議録は、作成後に改めて確認していただき正式決定とする。 

 

以上で令和６年度、第４回田無小学校運営協議会を終了する。 

 


